
くまがや市議会だより� (4)21.　５.　１�

料
の
確
保
が
図
れ
る
よ
う
飼
料
用

稲
の
作
付
け
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
。

肥
料
と
し
て
は
、
め
ぬ
ま
有
機
セ

ン
タ
ー
の
堆
肥
を
期
間
限
定
に
よ

り
通
常
価
格
の
半
額
で
提
供
す
る

な
ど
、
安
価
な
飼
料
や
肥
料
の
供

給
体
制
に
努
め
て
い
る
。
③
地
産

地
消
の
推
進
等
に
よ
り
地
元
の
農

産
物
の
販
売
を
促
進
し
て
い
る
。

今
後
、
国
、
県
か
ら
多
く
の
施
策

が
出
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

本
市
が
必
要
と
す
る
施
策
を
選
択
し
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。�

（
農
業
振
興
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
熊
谷
市
の
観
光
に
つ
い
て
」�

���

黒
　
澤
　
三
千
夫
　
議
員�

　
　
　
①
平
成
二
十
年
度
末
に
お

　
　
　
け
る
本
市
の
不
登
校
の
人

数
②
不
登
校
の
主
な
き
っ
か
け
③

若
者
自
立
支
援
の
本
市
の
考
え
と

必
要
性
、
取
り
組
み
経
過
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
一
月
末
現
在
、
小
学
校

　
　
　
十
一
人
、
中
学
校
百
二
十

七
人
の
計
百
三
十
八
人
で
あ
る
。

②
考
え
ら
れ
る
主
な
も
の
は
、
無

気
力
等
の
本
人
に
か
か
わ
る
問
題
、

友
人
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
③

現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
社
会
人
・

職
業
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
望
ま
し
い
勤

労
観
や
職
業
観
を
は
ぐ
く
む
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
と

共
催
で
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
保

護
者
の
た
め
の
わ
が
子
の
自
立
支

援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
る
。

加
え
て
、
三
十
四
歳
以
下
の
求
職

者
を
対
象
に
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
埼
玉
や
県
雇
用
対
策
課
と

共
催
で
「
若
者
就
職
応
援
フ
ェ
ア

イ
ン
熊
谷
」
等
の
若
者
の
自
立
支

援
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
て
い
る
。
障
害
者
の
一
般
就
労

に
つ
い
て
は
、
熊
谷
市
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
職
業
相
談
に

応
じ
、
就
労
に
向
け
た
支
援
を
行

っ
て
い
る
。�

（
学
校
教
育
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
利
根
新
橋
に
関
す
る
現
況
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
」�

���

須
　
永
　
宣
　
延
　
議
員�

　
　
　
①
市
内
の
交
通
事
故
発
生

　
　
　
状
況
②
事
故
の
危
険
性
の

あ
る
交
差
点
改
良
の
取
り
組
み
状

況
③
市
道
交
差
点
改
良
の
今
後
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺

い
た
い
。�

�

　
　
　
①
熊
谷
警
察
署
の
資
料
に

　
　
　
よ
る
と
、
平
成
二
十
年
の

一
年
間
で
人
身
事
故
件
数
は
千
四

百
五
十
四
件
、
物
件
事
故
が
四
千

二
百
九
十
七
件
発
生
し
て
お
り
、

平
成
十
九
年
に
比
べ
て
人
身
事
故

で
七
十
四
件
、
物
件
事
故
で
二
十

一
件
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

事
故
原
因
と
し
て
は
、
わ
き
見
等

に
よ
る
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
大

半
を
占
め
、
交
差
点
周
辺
で
の
事

故
発
生
割
合
が
高
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
②
緊
急
対
策
と
し
て
、
交

差
点
予
告
看
板
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
注
意
喚
起
や
路
面
標
示
に

よ
る
交
差
点
位
置
の
明
確
化
な
ど
、

即
効
性
の
あ
る
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
改
良
に
あ
わ
せ
て
、

計
画
的
に
右
折
帯
を
設
置
す
る
な

ど
抜
本
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

③
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
は
安
心
・

安
全
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
を
新
た
に
創
設
し
、
生
活
に
密

着
し
た
地
域
幹
線
道
路
の
整
備
を

進
め
、
交
差
点
の
安
全
対
策
を
強

化
し
て
い
く
。
　�

（
道
路
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
水
道
水
に
つ
い
て
」�

�����

���

杉
　
田
　
茂
　
実
　
議
員�

　
　
　
①
農
業
振
興
整
備
計
画
策

　
　
　
定
に
向
け
た
進
捗
状
況
に

つ
い
て
②
農
商
工
連
携
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か

③
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
て

農
業
、
水
、
山
林
、
環
境
を
観
光

に
結
び
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
④

江
南
地
区
の
た
め
池
の
現
状
と
役

割
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

�������������

　
　
　
①
各
調
査
結
果
か
ら
本
市

　
　
　
農
業
の
総
合
的
評
価
と
地

域
農
業
振
興
上
の
課
題
を
明
ら
か

に
し
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、
今

年
度
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
本
計

画
を
策
定
す
る
。
②
現
在
、
連
携

事
業
の
推
進
の
た
め
、
産
業
祭
の

開
催
、
熊
谷
小
麦
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
研
究
会
に
よ
る
熊
谷
う
ど
ん
の

開
発
や
Ｐ
Ｒ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
の
特
産
物
を
活
用

し
た
更
な
る
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。

③
農
業
、
水
、
山
林
、
環
境
に
よ

り
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
一
つ

に
里
山
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
貴
重
な
地
域
特
性
を
観
光
に

生
か
す
こ
と
は
大
変
重
要
と
考
え

て
い
る
。
④
農
業
用
水
と
し
て
二

十
九
の
た
め
池
の
う
ち
二
十
七
が

利
用
さ
れ
て
お
り
、
約
八
十
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
た
め
池
の
役
割
は
、
農
業

用
水
・
生
態
系
保
全
・
景
観
形
成

な
ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。�

（
農
業
振
興
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
行
政
は
市
民
の
自
治
の
心
を
い

か
に
支
援
す
る
の
か
」�

���

林
　
　
　
真
佐
子
　
議
員�

　
　
　
新
年
度
に
お
い
て
も
、
新

　
　
　
た
に
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
に
国
の
制
度
等
を
活
用
し
、
市

が
失
業
者
を
臨
時
的
に
雇
用
し
、

つ
な
ぎ
就
労
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

積
極
的
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
中
小
零
細
企
業

　�

交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て�

答�

問�

答� 問�

答�

問�

自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て�

問� 本
市
地
域
ご
と
の
特
性
を
活
か
し�

　
　
雇
用
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を�

雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る�

　
　
緊
急
対
策
に
つ
い
て�

ヒートアイランド対策推進宣言都市・くまがや� 男女共同参画宣言都市・くまがや�

江南地区のため池と水田江南地区のため池と水田�江南地区のため池と水田�

ち
ょ
く�


